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１. 農薬診断判定の改善

農薬診断判定において「収穫日」と「農薬散布日」が同日で設定された場合、「作物収穫後、圃場へ農薬を散布した」と
判断し、旧システム同様に農薬診断判定が「NG」ではなく「OK」となるよう改善する。

例：スマホ版

生産履歴記帳支援システムの機能改善対応について
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診断判定は「紙記帳シート」、「モバイル機能（ＰＣ版・スマホ版）」が更新対象です。

対応前 対応後

「収穫日」「農薬散布日」を
同日で登録
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２. モバイル機能の「年次複写」追加

モバイル機能に「年次複写」機能を追加する。
●「年次複写」を利用することで当年度利用していた栽培履歴を翌年度産として複写することが可能となります。

生産履歴記帳支援システムの機能改善対応について

スマホ版 ＰＣ版

モバイル機能スマホ版・PC版に
「年次複写」ボタンを追加
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<スマホ版：「年次複写」操作の流れ＞

生産履歴記帳支援システムの機能改善対応について

●「年次複写」ボタンを押下することで「年次複写対象の選択」画面を表示できます。 年度産を選択できます。

基本情報のみ複写することも可能です。

複写先のプリセットを選択できます。

モバイル機能スマホ版
「年次複写」画面
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<スマホ版：「年次複写」操作の流れ＞

生産履歴記帳支援システムの機能改善対応について

①「年次複写」ボタンを押下

②「年次複写」画面から、年次複写対象の履歴を選択

③「複写する」を押下後、完了メッセージが表示され、処理完了

④「複写先の年度」で栽培履歴が自動作成（複写）されます。
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<スマホ版：「年次複写」操作の流れ＞

生産履歴記帳支援システムの機能改善対応について

●複写後、栽培履歴の更新や提出が可能です。

●すべての登録日付が翌年度として登録されます。（例：2025年⇒2026年）
●不要な履歴があれば削除や更新が可能です。
●作業日付が不要な場合は「 基本情報のみ」で年次複写を実行してください。

作業・施肥（例：2025⇒2026）

防除（例：2025⇒2026）

カレンダー（例：2025⇒2026）

複写後イメージ
基本情報（例：2025⇒2026）
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<ＰＣ版：「年次複写」操作の流れ＞

生産履歴記帳支援システムの機能改善対応について

①「年次複写」ボタンを押下

②「年次複写」画面から、年次複写対象の履歴を選択

モバイル機能PC版
「年次複写」画面

年度産を選択できます。基本情報のみ複写することも可能です
。

複写先のプリセットを選択できます。
③「複写する」を押下後、完了メッセージ
が表示され、処理完了

●すべての登録日付が翌年度として登録されます。（例：2025/1/3⇒2026/1/3）
●不要な履歴があれば削除や更新が可能です。
●作業日付が不要な場合は「 基本情報のみ」で年次複写を実行してください。
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<ＰＣ版：「年次複写」操作の流れ＞

生産履歴記帳支援システムの機能改善対応について

基本情報（例：2025⇒2026）

施肥（例：2025⇒2026）

防除（例：2025⇒2026）

作業（例：2025⇒2026）

●複写後、栽培履歴の更新や提出が可能です。
●すべての登録日付が翌年度として登録されます。（例：2025年⇒2026年）
●不要な履歴があれば削除や更新が可能です。
●作業登録日付が不要な場合は「 基本情報のみ」で年次複写を実行してください。

複写後イメージ
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生産履歴記帳支援システムの機能改善対応について

モバイル機能（PC版・スマホ版）の履歴新規作成画面および履歴情報の編集画面で入力必須項目が認識可能
となるよう表示する。また、PC版でプリセット設定を更新可能とする。

①履歴情報の「編集」ボタンを押下する

②選択した栽培履歴の「プリセット名」や
「圃場No.」の編集が可能です
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３.モバイル機能の履歴情報画面の表示変更

①履歴情報の「新規作成」ボタンを押下する

②新規作成画面でも「圃場No.」や 「備考」の登録が可能です
また、入力必須項目にのみ下線を表示します
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スマホ版ＰＣ版
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